
第317回開放型病床生涯教育研修会 

 日 時：令和４年１月６日（木）17：30～19：00 

 テーマ：胃癌・大腸癌の内視鏡的治療 

 講 師：市立長浜病院 内視鏡センター責任部長 兼 消化器内科部長 今枝 広丞  

 会 場：市立長浜病院本館２階 第１会議室 

※原則、Zoomでのご参加をお願いします。なお、会場での参加は先着20名とさせていただきます。 

     ※日本医師会生涯教育制度指定講習会として申請します。 

     ※新型コロナウイルス感染症の拡大の推移により、開催方針に変更がある場合は速やかにご案内い 

たしますので、ご理解を賜りますようお願い申しあげます。 

 

第318回開放型病床生涯教育研修会 

 日 時：令和４年２月３日（木）17：30～19：00    講 師：臨床研修医 織田 裕敏  

 テーマ：臨床研修医による症例報告              臨床研修医 北脇 大督  

                               臨床研修医 澤田 克也  

                          臨床研修医 北條 貴広  

第319回開放型病床生涯教育研修会 

日 時：令和４年３月３日（木）17：30～19：00    講 師：臨床研修医 井上 遥香  

テーマ：臨床研修医による症例報告              臨床研修医 伊原 俊之  

                              臨床研修医  桂  東吾   

                          臨床研修医 マクラケン 佳世  
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医師の異動 （１月） 
 

退職（令和３年12月31日付） 

中央検査料臨床検査管理医  藤林 久輝     

病理診断科副医長       今  琴   



■■ 編集後記 ■■  
明けましておめでとうございます。 

コロナ禍で迎える 2 回目のお正月となりましたが、ゆっくりと過ごすことができたでしょうか。これ以上感染が

広まらないよう、今年も感染対策をしっかりと行いながら業務に取り組んでいきたいと思います。 

また、よりスムーズな連携を図れるよう努力して参りますので、何卒よろしくお願い申しあげます。 

第316回開放型病床生涯教育研修会兼第11回化学療法研修会を開催しました。 

令和３年11月11日に、第316回開放型病床生涯教育研修会 兼 第11回化学療法研修会を開催しました。 

講師は、静岡県立静岡がんセンターの呼吸器内科医長 兼 ゲノム医療支援室部長の釼持広知先生を迎え、「個別化

医療が進む肺がんの薬物治療」をテーマに、Zoomにてご講演いただきました。 

院内外から 44 名の参加があり、参加者からは「新たな治療方法を知ることができ、大変勉強になりました」「医

学の発展と共に治療内容も進歩していることが良く分かりました」、などの感想をいただきました。 

Zoom での講演のため、「質問の時、少し音声が小さかった」「参加者名の変更の仕方のアナウンスがあると分かり

やすかった」などのご意見もあり、このことを参考に次回に繋げていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

お知らせ 



 

院長 髙折 恭一 

新年あけましておめでとうございます。 

令和４年もCOVID-19への対応とともに始まることになってしまいました。年末年始

のドライブスルーPCR検査センターの開設、そして１月には医療従事者を対象とした、

SARS-CoV-2 ワクチンのブースト（３回目）接種があります。この原稿を書いている時

点ではオミクロン株の感染動向は明らかではなく、当分の間、新型コロナウイルス感

染症専用病床の維持が必要になっています。 

このような状況ではありますが、明るい話題もあります。そのひとつは、コロナ禍では多職種・多領域

の連携が必須ですので、チーム医療への取り組みが自ずと進んでいることがあります。市立長浜病院で

は、従来からチーム医療の推進に取り組んできましたが、COVID-19という「外敵」の前に、チームの結束

がより強固になったという手応えを感じております。 

具体的な例としては、新型コロナウイルス感染症専用病床において、医師・看護師・理学療法士・薬剤

師などが連携して、良好な治療成績を得られていることがあります。通常診療においても、「地域がん診

療連携拠点病院」として高度のがん治療を提供し、ICU・CCU・SCUにおける高度急性期医療を充実させる

ことを目的に、多職種・多領域の連携によるチーム医療を推し進めているところです。 

当院では連携をさらに大きな輪に拡げて、地域の医療施設・介護福祉施設の皆様との連携協力を積極的

に推進していくことにより、地域医療支援病院としての役割を果たしていきたいと考えております。 

湖北地域の先生方には、日頃から市立長浜病院の運営にご協力とご指導を賜り、厚く御礼申し上げま

す。本年も、何卒よろしくお願い申しあげます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
 

市立長浜病院 
患者総合支援センター 地域医療連携室 
〒526-8580 長浜市大戌亥町 313 番地 

TEL：0749-65-2720 
FAX：0749-65-2730 
http://www.nagahama-hp.jp/ 

 

謹啓 時下益々ご清栄のこととお喜び申しあげます。平素は当院の運営に格別のご高配を賜り、厚く御礼申

しあげます。１月の外来診察担当医師表を別添資料でお届けいたしますので、ご査収ください。 敬白 

 

理念 
地域住民の健康を守るため、「人中心の医療」を発展させ、
地域完結型の医療を進めます。 

令和４年１月１日号 No.203 

 

救急告示病院   

日本医療機能評価機構認定病院 
地域がん診療連携拠点病院 
厚生労働省臨床研修指定病院 

周産期協力病院 
地域医療支援病院 

新年のご挨拶 

市立長浜病院 地域医療連携だより 

基本方針 

１.患者の権利、尊厳を重視した医療を実践します。         ４.快適な療養環境の整備と、質の高いケアに務めます。 

２.地域の医療関係者との連携を深め、地域医療の発展ためにつくしま ５.医学研究活動を推進し、優れた医療人を育成します。 

す。                             ６.職員が互いに尊重、協力してチーム医療を実現します。 

３.高度で良質な医療水準を確保し、安全で信頼される医療を進めます。 ７.職員が元気で働きがいのある職場づくりに務めます。 

 


